














































長崎豪雨災害は 1982年 7月 23日の夕刻から夜半の集中豪雨によって発生し，長崎市を中心
に死者299人の大災害となった。斜面が多い長崎市では、豪雨は一気に河川や低地に押し寄せ
たため、河川氾濫と土砂災害が多発し、道路が冠水または土砂崩れで寸断され、初動期には組
織的な対応が取れなかった。また、長崎市の都市構造や防災対策が災害を想定していないこと
が被害の拡大要因になった。長崎豪雨災害に関する調査の後に、現代につながる課題と災害教
訓が明らかにされた。本論文では、気象警報、土砂災害、河川災害、情報伝達、都市構造、地
域防災計画、車、建物地下室などについて教訓とその後の対策についてまとめた結果を報告す
る。
以上の 2論文のフノレペーパーを提出し、 2編ともに採択された。安全問題論文集に掲載され
るとともに、安全問題討論会に口頭発表した。
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